
 

ほけんだより no.3 
ご家庭での事故やけがへの注意は万全でしょうか？ 小さな子どもは、まだ何が危険かを予測することができず、 

好奇心旺盛で怖いもの知らずです。大人が、安全な環境を整えてあげましょう。 

子どもにとって安心して過ごせる家の中が、実は事故

の危険の高い場所だということをご存じでしょうか？  

0～6歳の子どもの事故の約40％は、家の中で起こって

います。 

 家の中で起こる事故はさまざまですが、特に命にかかわ

るのが、窒息です。0歳児が圧倒的に多いものの、1歳児、

2歳児でもゼロではありません。家の中を安全・安心な 

場所にするために、もう一度チェックしてみましょう。 

 子どもがけがをしそうで「ヒヤッとした」ときこそ、次の事故を防ぐチャンスです。 

「無事でよかった」とすませるのではなく、なぜヒヤッとしたのかを見直しましょう。 
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